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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

高齢者の通信販売利川実態とn費者問題（第2 搬

　　　　川島美保　○村瀬美代子（中京短大）

　目的:第1報と同様であるがここでは特に、高齢者の通信販売利用をめぐる消費者問題

を明らかにし、高齢者が利用し易い通信販売システム開発のための課題を検討する。

　方法:主に、京浜、中京地区におけるGo歳以上の男女10人を対象とした「通信販売によ

る試買調査」結果および高齢者向けカタログの検討。

　結果:試買調査からは通信販売は概ね好意的に受け止められていること、言い換えれば
視力や聴力、歩行などの能力が低下し、行動範囲が狭まっている高齢者にとって通販は買

い物の負担を軽減するばかりでなく、情報性という点でも一定の役割を果していることが

窺われた。　しかし、高齢者の通信販売に対する要望も少なくない。また、高齢者向けカタ

ログのなかでも高齢者にとくにニーズが強い介護用品のカタログに問題が多く見られた。

高齢者の使いやすい通｀信販売システムの課題として、主に以下のことが挙げられる。カタ

ログの文字を大きく見やすくする、説明を分かりやすく表現する、電話注文時や苦情申し

入れ時などの対応を丁寧にする、家具など大塑商品を所定の場所に設置する、組立てを要

する商品は組立てて設置する、大型返品商扁の51取り等７ある。介護用品カタログの問題
点としては、介護機器については材質表示、構造図1寸法表示、保証期間、取扱い上の注

意のないもの、衣料品ではデザイン画、サイズ表示、組成表示。おむつ類では素材表示、

単位価格表示（枚／価格）がないもの、栄養食品では栄養表示のないもの、消臭剤、洗剤

では成分表示のないものなど、当然必要な表示が不足しているものが多かった。介護用品

は特に、介護をする側とされる側の両者にとって十分かつ的確な情報の提供が望まれる。

2 Up－9 家族問に嫉mがある場合の経済学的考察

　森　英子（鈴峰女子短大）

　勁機　戦後の幡入思想の平等主義が、能力の劣る者に対するいじめ、傑出する者への嫉
妬の激化等、現在は嫉妬の時代ともいわれる．嫉妬の原理は、心理・社会・経済学的見地

において共通であるが、特に、家族人間関係中心に、経済学的視点から考察する．
　方法　家族経済学の創始者. G・Ｓ・ベッカーの「A Treatise on the Family」（1992
）の特に第s章「Altruism　the　I-a。lly」を中心に紹介し．考察する．

　紹介考察　嫉妬の第一法則一嫉妬者は、嫉妬収入を最大化することを欲する．即ち、自

身の収入と、嫉妬の相手（犠牲者）の収入差を拡げることをひたすら作為する．特に、犠

牲者の収入が．彼の収入より多く減少するのであれば、自身の収入減少を許容し、また、

自身の収入が、犠牲者のそれより多く増加することを望む．

　　　嫉妬収入　Re｀－I e－I k= Ze－Zk
　　　　　　ｌ　収入　　　Ｚ　消費　　　ｅ　嫉妬者　　　ｋ　犠牲者

　嫉妬の第二法則－すべての犠牲者は、嫉妬者の嫉妬収入と効用の最小化を望む．即ち、
犠牲者達は、彼らの収入と嫉妬者の収入差を縮める作為をひたすら行なう．特に、各犠牲

者は、嫉妬者の収入が、より多く減少するのであれば、或は、他の犠牲者達の収入がより

多く増加するのであれば、彼等の収入を減少させるだろう．
　先立って、考察した利他主義では、利他者と受益者間に、協力m係が生まれるのに対し
て、嫉妬は、嫉妬者と犠牲者間に、争いを生じる．ただし、犠牲者間には協力関係を生む

．嫉妬の. m.もおそるべきは、家族全体の総収入と総効用について顧みないことである．

97


